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3)HBS抗 原精密 検査による輸血後 B型 肝炎 防止の試み
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Prevention of Post Transfusion Hepatitis Employing Sensitive

Assay for Hepatitis B Surface Antigen Screening
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Post transfusion Hepatitis (PTH) is one of serious side effects and some times

lead to fulminant hepatic failure in case transfused blood contain very low level (under

the sensitivity of usual screening method) of hepatitis B virus (HBV). Redcross blood

center and blood transfusion devision of our hospital have been employed reverse passive

hemmaglutination method (RPHA) for HBsAg screening. Authors employed EIA for

sensitive HBsAg test system and compared with RPHA method. Of 2,255 sera from

blood honors, 21 sera showed HBsAg by EIA. Of those 21 HBsAg sera, 4 were nega-

tive for HBsAg when tested by RPHA. So about 2035 of HBsAg positive sera contain-

ing very low level HBV and RPHA could not detect them. For the prevention of post

transfusion type B hepatitis, authors changed the HBsAg screening method to EIA.

Relationship with so called non A non―B hepatitis and anti^HCV was investigted.

Anti-HCV was detected frequently in patients clinically diagnosed as non-A non B

hepatitis, and correlation of anti―HCV positivity and blood transfusion indicates the

importance of the anti- HCV screening in blood transfusion.
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は じ め に

1960年 代 で は ,輸 血 を 受 け る と 約 50%の 割 合 で 輸 血

後 肝 炎 に 罹 患 す る とい う時 代 で あ っ た 1≒当 時 の輸 血 用

血液 は 民 間 の 血液 銀 行 を 通 じて 売 血液 が 供 給 され て お り ,

常 習的 に 血液 を 売 って い る者 の 中 に 肝 炎 ウ イ ル スの 保 菌

者 が 多 く 含 ま れ て い た も の と推 察 され て い る 。1,965年

以 降 には 輸 血 用 血液 の 供 給 体 制 が売 血 か ら 献 血 へと 切り
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輸血をめやる渚問題

替えられ穿こ碍体制の変更をこよって輸戯襖際折鶴翻発生率

が約諾紛%'鱗凍した,しかしき依然とLて輸血を愛経た厳

血液ハ輸血∴帖仙女肝:tJ-.i/叫H._頼Li.TIF明Lul.'1.197､日F
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骨･i､さナ∵,/F∴ 二.チ,Lに｣⊥､-･丁輸血綾肝李でUトキ立r_100.前座

まで減少し,きちをニスタリーエソダ浸吾の改段を濃ぬるこ

とで輸血後肝衆は限絶される転約と斯終審か′た申スクリ-

ニジグ開始以降確かをこ輸血後肝炎の中で凝型の露める率

は減少したが声輸血後肝騰発生率は且0-20%で推移む′

(豪農),迅型以外の貯軒衆ウイルスの存在が指摘された郎事

現在ヲ輸血襖崩す魔をこおける迅型の嘗E3倉は且0%前雄である

が夢見タリ--エソダ感度以Vの微温ウイルスを食む血液

輸血で起こるB型肝炎は劇症化しやすいよもいわれてお

エソダ法とLて銅Bc抗体チェックの噂Aなどが試み転
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対象ならびに方法

銅臨 抗原精密測定の対象は且9舶輝度をこ新潟大学医学

部附属病院輪鹿部をこおいて院内探幽の供血者として検査
TTJ;1けた2.1)55J＼ハ血浩であ･;:).

蜜た穿開CV抗体検索の対象は本院第三内科および関

沖病F::.て∴日工1-侶H-u,i㌦̀欄TtL!二･1榊桝ハ(i(L'IT'帖上 ′Jトト
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に仲旧され.,'/.tl二伸位ハ血液製剤,･＼巨ト ト,成!,:'機細山71

性でありた爵丸より線痕とした遥鮎液成分輸血を受けた8例
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ダイナポット紘)で行なった4
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結 果

吊 輸血後肝衆をこおけるB型親族起対策

素謡をこ昭和壕開:-以降をこ新潟光学医学部箪三内料に見

院した急性B型好子衆愚革の推定感激澱を示したが,HBs

抗原スタumニジグを開始する昭和5壕隼以前では,鋼例

の急性義塾肝炎中プ例語岱藩%が醸鹿をこよる感歎であっ

上l蓑'11. 1]j.･,1トト鉦相打て:,~トp;巨し汗＼邪工こ･.‖I～S

抗原鼠タlj-ニジグを開始した昭和5嶺年通説降では輸鹿をこ
よる急性盟塾肝衆の頗度は畠,ア%をこ蜜で減少しており写

′小.バ駆1日-t)桝lO.沖O打てⅠ弓it牛~∴t'㍉-､上.dP;:-トこ障再供

給融液だけを使用した鷹番では夢解析を納めた昭和5B隼

澄た雫当院で輸血を受けて輪鹿後B型肝厳を発症した厳
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塾肝炎は劇症化しやすいとの報告があ吟汐その原因とし
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症病理磯騎ともからめてそ招意義は不明である.しかし,

疫学約番登として近年職翰醜後欝塑肝廉が劇症化率漆芸高
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ることが十分緊想選れるため争乱撃鍼年3月日日浅緑は

民意風紋をこよる鼠クリ-ニジグをこ--麻化して登施してい

陽性であって屯悶迅C抗体が陰性昭磯舟屯ある殿で錯誤.S

抗原和議タ距-ニyダを省略すること接で顔ないのが現
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ニジグをこよって既力価の銅Bs抗原陽性を除鮒できるの

輸血経済塑肝幾の予防を行なって行く方針である｡
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輸1廿上､J~亘.:Il講問題

素謡新潟東学医学部附属病院における
輸血後肝炎発生頻度 (且労相年度)
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毒こおいてもB型と同様をこウイルスキャリアの存産が示す
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イル鼠探しが繰り広げられてきた.その結果中温988年

にはアメリカCh五mm組の研究ダル--プが遺伝子量二学

の手洗で泊i液製剤と関連した非A非B型持若衆ウイルスをこ

抗体,%してこの抗体を誘導するやザル鼠をC型肝凍り

()LZtけいt7Lllitis(I＼'irtlド;tl('＼7㌧tt:.して測定系を開
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を測定した舟その結果を審議をこ示Lたが,これ意で非

A非B型と除外診断選れて藩た各種月骨疾患では,急性肝
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輸 血 を め や る 諸 問 題

抗 体 陽 性 鹿 が 輸 血 さ れ て い る に 屯拘 らず 叡尊CV 抗 体 が

特 輿 挽 , 練 磨 時 期 の 問題 屯あ り今 後 の検 討 が必 要 で あ るぬ

-:Fj4菅 沼UJV 抗 体 測 定 開 始 前 をこ使 済 きれ た 院 内 威 鎗 採 血

製 剤 に つ い て 遺 圭賂調 査 を 行 な っ た と こ ろ, 且0例 をこお い て

例 中 経 遇 観 察 が 可 能 で あ った 5例 の 臨 床 経 過 を 図 望 をこ

藤 した が 争 輸 血 後 肝 衆 を 起 こ して 銅CV 抗 体 が 暢 転 化

l上 榊 し(､::lSll:こい. 輸 仙 二七目上モ言 頼 ∴ 上 ナ:_が 王lL､＼'jJ.ILニ
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ま と め

輸 血 済 血 液 の 貫首鮎 抗 原 講 ク リ--エ ソ ダをこよ -JT,て 輸 融

現 行 和 訳㌘銅A 法 をこよ る ス タ リー ニ ジ グで は 検 出 感 度

時 起 首Jて そ れ が 輸 血 後 蓋 型 劇 症 肝 毅 郎 原 捌 た 考 え ダブれ て

'､､上

代 ,Ji'L仙 ‖Ih jrlL'fL宗を しい華 こち十 ､､㌧宣上;_-L ･∴ =lもし､ 汗

洞誤S 抗 原 呆 タ 臣 ---"-ソ ダ を 行 な って , 輸 血 後 B 型 鍔や衆

の 賢防 対 ､策 たす る缶

seを掩 三か ら3粥 澗 経 過 で 臨 床 的 をこ慢 性 肝 乳 肝 硬 変 へ と進

展 す る こ と が 萱嘗誉雪嶺 で あ る甲 も凍 ゆ る非 B型 の肝 細 胞 癌 で

が あ る こ と は 輸 血 をこけよ っ て 肝 細 胞 癌 を 発 生 嘗せ て い る 可

能 性 を 番 悪 で きな い サ 脅 緩 迅 型 をこ加 え て 輸 血 後 UJ塑 肝 炎

の 予 防 が 塵 要 な 課 題 た な る が 亨 現 状 で は 銅だV 抗 体 陽

性 鹿 の 輸 血 と輸 血 後 C 型 肝 廉 が 凝 太 の 関 心 事 で あ りき 著

者 らが 行 な っ た 中 規 模 な 検 討 をこと だ 渡 らず ㌢ 変 をこデ - 顔

を 集 爵 し, 輸 血後 肝 教 の 撲 滅 を 臣音指 して 母 線 の 検 諾摘 ミ感

性 ~･∴i･rl三､.
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